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顔写真

９
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
」
で
す

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人

権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

人
権
の
意
義
や
人
権
尊
重
の
重
要

性
に
つ
い
て
正
し
い
認
識
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

皆
さ
ん
も
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

▼
街
頭
啓
発　

運
動
会
な
ど
で
、

各
学
区
人
権
教
育
推
進
協
議
会

に
よ
る
街
頭
啓
発
が
行
な
わ
れ

ま
す
。

▼
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
２

０
１
９　

多
文
化
共
生
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

９
月
28
日
㈯　

午
後
１

時
30
分
〜
同
３
時
30
分

場
所　

南
地
区
公
民
館
（
甘
呂

町
）　

※
託
児
あ
り
（
３
か
月

児
〜
小
学
生
、
要
予
約
、
９
月
20

日
㈮
ま
で
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人

権
政
策
課
☎
30-

６
１
１
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番

９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月

間
」
で
す

　

生
活
習
慣
病
の
特
性
や
、運
動
・

食
事
・
禁
煙
な
ど
個
人
の
生
活
習

慣
の
改
善
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
理
解
を
深

め
、
さ
ら
に
そ
の
健
康
づ
く
り
の

実
践
を
促
進
す
る
た
め
、
全
国
的

に
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
月
21
日
を
「
健
康

づ
く
り
の
日
」、
19
日
を
「
食
育

の
日
」
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
や

食
育
推
進
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
毎
月
21
日
は
、「
元

気
21
歩
こ
う
会
」
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-
５
８
７
０
番

９
月  10
日
㈫
〜
同  16
日（
月
・
祝
）

自
殺
予
防
週
間

　

市
で
は
、
毎
年
約
20
人
が
自
ら

命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
恋

人
、
友
達
な
ど
、
身
近
な
人
を
い

つ
も
気
に
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
ど
う
し
た
の
？
」「
何
か
あ
っ

た
？
」
と
声
を
掛
け
る
こ
と
で
、

孤
独
を
防
ぎ
、
つ
ら
い
気
持
ち
を

ほ
ぐ
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

人
は
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
で
安
心
感
が
持
て
ま
す
。
あ
な

た
の
一
声
で
救
わ
れ
る
命
が
あ
り

ま
す
。

次
の
専
門
機
関
で
も
相
談
で
き
ま
す

▼
彦
根
保
健
所

　

☎
21-

０
２
８
３
番

▼
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
な

　

☎
21-

２
１
９
２
番

▼
滋
賀
県
自
殺
対
策
推
進
セ
ン

タ
ー
（
自
殺
予
防
電
話
相
談
）　

☎
０
７
７-

５
６
６-

４
３
２
６
番

▼
こ
こ
ろ
の
電
話　

　

☎
０
７
７-

５
６
７-

５
５
６
０
番

▼
滋
賀
い
の
ち
の
電
話　

　

☎
０
７
７-

５
５
３-

７
３
８
７
番

（
金
〜
日
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
10
時
）

※
自
殺
予
防
週
間
中
、
市
立
図
書

館
で
、
自
殺
や
う
つ
病
な
ど
に

関
す
る
図
書
を
集
め
た
特
設

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
８
７
０
番

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

水
道
メ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
計
量

法
に
よ
る
検
定
満
期
を
迎
え
る
も

の
は
、
次
の
と
お
り
取
替
作
業
を

行
い
ま
す（
個
人
で
取
り
付
け
た
参
考

メ
ー
タ
ー
を
除
く
）。

該
当
す
る
人
に
は
事
前
に
は
が

き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

取
替
予
定
期
間　

12
月
ま
で

※
取
替
費
用
を
利
用
者
へ
請
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
取
替
作
業
の
立
ち
会
い
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
（
メ
ー
タ
ー
が
屋
内

に
あ
る
場
合
な
ど
を
除
く
）
が
、敷

地
内
に
業
者
が
立
ち
入
り
ま
す
。

※
取
替
作
業
は
、
市
が
発
行
し
た

「
量
水
器
取
替
業
務
従
事
者
証

（
下
の
と
お
り
）」
を
携
帯
し
た
業

者
が
行
い
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
駐
車

な
ど
は
作
業
の
支
障
に
な
り
ま

す
。
円
滑
に
交
換
作
業
を
行
う

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
上
下
水

道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
☎
27-

２
８
０
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

２
８
０
３
番

9月は全国で、世界アルツハイマー月間
として、認知症の啓発が集中的に取り組ま
れます。市では、認知症啓発イベントと彦根
城オレンジライトアップを行います。

【認知症啓発イベント】
日時　9月8日㈰　10：00～14：35
場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）正面玄関、
　センタープラザ
内容　街頭啓発活動、認知症啓発イベント、
マスコット・ロバ隊長を作ろう

問い合わせ先　彦根市認知症ＨＯＴサ
ポートセンター☎30-9601、FAX26-
2500（平日9:00～17:00）

【彦根城オレンジライトアップ】

問い合わせ先　 医療福祉推進課☎ 24-
0828、FAX24-5870

9月は世界アルツハイマー月間

認知症啓発イベント

9月 21日（土）の夜
は、彦根城がオレン
ジ色にライトアップ
されます（オレンジ
色は認知症啓発のシ
ンボルカラーです）

　この質問に答えるために、ブラジルの始まりについ
て少しお話します。
　15世紀、当時は大変高価だった香辛料（トウガラシ、
サフラン、シナモンなど）を手に入れるために、ヨーロッ
パ人はインドへ向かう貿易ルートを作ることが必要
でした。そこで、ポルトガル人が大航海に挑みまし
た。インドに着くためには、アフリカ大陸を迂

う

回
かい

する
ことが必要でしたが、航海士のペドロ・アルヴァ

レス・カブラルは航路を外れて、西に流さ
れ、当時まだあまり知られていなかったア
メリカ大陸に漂着し、ブラジルを発見し
たといわれています。

　　この新しい土地には、先住民がいまし

た。彼らは服を着る代わりに自分の体に色
を塗り、羽や種を飾りとして付けまし
た。また、乾燥した藁で作られた家に住
み、コーンやキャッサバを植え、果物を
摘み、釣ったものや狩ったものを食べて
暮らしていました。
　ポルトガル人は先住民と接触し、土地の
富（資源）を探求し始めました。その一つが
「ブラジルボク」という木でした。その木の中身はす
ごく濃い赤色で、まるで燠

おき

火
び

（赤く熱した炭火のこと、ポ
ルトガル語で「ブラザ」という）のようだったので、「ブ
ラジルボク」と呼ばれるようになりました。ポルトガ
ル人はこの木で家具を作ったり、赤い樹液で布地を染
めたりしました。そして、この木が取れる国のことを
いつしか「ブラジル」と呼ぶようになりました。
　つまり、ブラジルボクの色の美しさにちなんで、国
の名前が付いたということです。自然豊かなブラジル
ならではだと思いませんか。
【彦根市国際交流員　オカモト・ジュリア・ユリ】

ブラジルへ ようこそ！
「ブラジル」という名前の由来は何ですか？

第 4回

〜
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
〜

い
ざ
と
い
う
時
、
あ
な
た
は
正

し
い
応
急
手
当
が
で
き
ま
す

か
？救

急
医
療
と
救
急
業
務
へ
の

正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る

た
め
に
、毎
年
９
月
９
日
を
「
救

急
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

急
病
や
交
通
事
故
な
ど
の
救

急
事
故
が
発
生
し
た
と
き
、
救

急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で

の
間
、
そ
の
現
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
適
切
な
応
急
手
当
を
速

や
か
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
傷

病
者
が
救
命
さ
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
応
急
手
当
に

関
す
る
正
し
い
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
、
尊
い
命
を
救
い
ま

し
ょ
う
。

消
防
本
部
で
は
、
年
間
を

通
じ
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
て

い
た
だ
く
た
め
、
救
命
講
習
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
応

急
手
当
の
方
法
や
救
命
講
習
会

な
ど
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部

警
防
課
☎
22-

０
３
３
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

９
４
２
７
番

　

火災件数       22

　建物火災    14

　車両火災      1

　その他の火災　7

主な火災原因　

　たばこ　　　3
　
電気関係　　3      

　こんろ   　   3

　放火・放火の疑い2

　たき火　      2

死者               0  

負傷者            1 

表２　救助

出場件数       25 

　火災            0 

　交通事故    17

　水難事故      4

　自然災害      0

　機械事故      1

　ガス酸欠事故1

　建物事故      0

　その他の事故  　2 

活動件数       12

救助人員       17

表３　救急

出場件数  2,909

　火災            1

　水難            2

　交通事故  252

　労働災害    28

　運動競技    12

　一般負傷  415

　加害            8

　自損行為    34

　急病     2,028

　その他    
 
129

搬送件数  2,625

搬送人員  2,645

表1　火災

※表中の数値は
（件）、死者・負傷者・
搬送者は（人）

令
和
元
年
上
半
期
（
１
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
）

火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
発
生
状
況

消
防
本
部
で
は
、
彦
根
市
・

犬
上
郡
で
令
和
元
年
上
半
期
に

発
生
し
た
火
災
・
救
助
・
救
急
事

故
の
状
況
を
統
計
に
ま
と
め
、
公

表
し
ま
し
た
。

火
災
概
要
（
表
１
）

上
半
期
中
の
火
災
件
数
は
22
件

で
、
前
年
の
同
期
と
比
べ
１
件
減

少
し
て
い
ま
す
。
火
災
件
数
の
内

訳
は
「
建
物
火
災
」
が
14
件
と
全

火
災
の
約
64
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

救
助
・
救
急
概
要
（
表
２
・
３
）

　

救
助
出
場
件
数
は
25
件
で
、
う

ち
「
交
通
事
故
」
が
17
件
と
な
り
、

全
救
助
出
場
件
数
の
68
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
２
、
９
０
９

件
で
、
前
年
同
期
と
比
べ
31
件
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
１
日

平
均
約
16
件
の
割
合
で
救
急
車

が
出
場
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

救
急
車
に
よ
り
搬
送
さ
れ
た
人

は
２
、
６
４
５
人
で
、
前
年
同
期

に
比
べ
47
人
減
少
し
て
い
ま
す
。


